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町田市のスポーツに関する現状と課題 
 

１．町田市の現状 

（１）人口 
町田市の人口は、2018 年に 42 万 8742 人となっており、将来人口推計によると、2020 年に

ピークをむかえ、その後緩やかに減少し、2040 年には 39 万 7510 人になると見込まれていま

す。生産年齢人口（15 歳～64 歳）は減少する一方で、老年人口（65 歳以上）は増加すること

が見込まれています。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

出典：町田市 HP より作成 

（２）町田市未来づくりプランにおける位置づけ 
将来の町田市のあるべき姿を見据え、まちづくりの方向性を示す市の基本計画「まちだ未来づ

くりプラン」において、スポーツの推進は「基本目標Ⅲ 賑わいのあるまちをつくる」に位置づ

けられ、様々な世代がスポーツを核に活躍し、交流できる場づくりの取組やまちの魅力を発掘、

創造し発信していく取組を進めていくこととされています。 

 

 

町田市のまちづくり基本目標 

基本目標Ⅰ 将来を担う人が育つまちをつくる 

基本目標Ⅱ 安心して生活できるまちをつくる 

基本目標Ⅲ 賑わいのあるまちをつくる 

基本目標Ⅳ 暮らしやすいまちをつくる 

 

出典：町田市 5 ヵ年計画 17-21 
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61,001 52,263 49,381 54,817 58,213 57,343 54,912 54,337 50,237 47,057 43,764 41,720

255,566

267,908
269,618

278,433 271,227
263,723

260,936
260,059

257,563

249,359
234,060

213,387

27,220 37,132 50,588
68,825 87,918 105,581 112,894 115,183 118,338 122,240

130,703
142,403

343,787
357,303 369,587

402,075
417,358 426,647 428,742 429,579 426,139 418,656

408,527
397,510

117,623
129,944

143,010
163,490

177,844 188,406 194,121

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2018 2020 2025 2030 2035 2040

合計

老年人口

（65歳以上）

生産年齢人口

（15～64歳）

年少人口

(0～14歳）

世帯数

推計値

各年１月１日現在の人口
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51.8 
54.8 

60.2 

55.0 60.9

36.8 

40.5 （20歳代）

50.7 

48.1

62.5

37.8 
40.2 （30歳代）

41.3 

31.5

47.8

42.0 

40.1 （40歳代）

46.9 

41.4

55.6
47.3 

58.5 

56.7 
54.1

61.6

66.5 

62.7 

71.3 

60.8

67.9

62.6 

68.6 

79.8 

73.1
66.9

30

40

50

60

70

80

90

2014年度

（N=1,066）
2015年度

（N=1,317）
2016年度

（N=1,220）
2017年度

（N=1,204）
2018年度

（N=1,437）

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

（％）

（全体）

２．町田市のスポーツ施策等に関する動向 

（１）市民意識調査の結果 
 
 
 
▶週に１日以上スポーツを実施する割合は、市民全体では 60.9％となっています。 
▶世代別にみると 30～39 歳が週に１日以上スポーツを実施する割合が最も低くなっ

ています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
【参考】東京都の調査の結果 

・週に 1 日以上実施：56.3％ 

・１年間にスポーツを実施しなかった都民（18 歳以上）の割合：15.0％ 

出典「都民のスポーツ活動・パラリンピックに関する世論調査（平成 29 年１月）」 

【参考】国の調査の結果 
・週に 1 日以上実施：51.5％ 

出典「スポーツの実施状況等に関する世論調査（スポーツ庁、平成 29 年 11～12 月調査）」 

【参考】町田市民のスポーツ実施率の経年比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2014 年度～2018 年度）  

35.0%

39.2%

20.5%

30.4%

32.1%

39.6%

45.5%

25.9%

23.3%

27.3%

25.2%

29.5%

28.3%

21.4%

19.2%

24.2%

23.3%

23.9%

21.6%

15.8%

10.7%

5.6%

7.5%

11.4%

8.7%

6.3%

0.8%

1.7%

7.5%

3.3%

11.9%

7.8%

6.7%

7.2%

7.4%

6.8%

2.5%

5.7%

3.9%

3.7%

8.3%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（N=1,437）
18～29歳
（N=120）
30～39歳
（N=176）
40～49歳
（N=309）
50～59歳
（N=268）
60～69歳
（N=265）
70歳以上

（N=299）

週に３日以上 週に１日以上 月に１～３日 年に１～３日 スポーツを行わなかった 無回答

① 市民 スポーツの実施頻度 

 60.9％ 
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▶小中学生の運動やスポーツの好き嫌いをみると、年齢があがるにつれて「好き」

の割合が減少しています。 
 

 

 

 

 

 

出典：町田市 体力向上推進プラン（2017 年度実施） 
 
 
 

▶小学５年生男子は、１週間の総運動時間が 420 分以上である児童の割合が、東京

都や全国平均を上回っています。 
▶中学２年生女子は、１週間の総運動時間が 420 分以上である生徒の割合が、東京

都や全国平均を下回っており、約 7.6 人に１人はまったく運動していなことが分

かります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：町田市 体力向上推進プラン（2017 年度実施） 
 

小中学生 運動やスポーツの好き嫌い ② 

59.7％

58.4％

56.4％

33.3％

35.0％

32.9％

82.2％

78.7％

84.8％

55.7％

56.4％

61.6％

35.6％

36.5％

37.3％

57.8％

57.0％

55.5％

11.0％

13.4％

8.7％

23.6％

23.3％

19.0％

2.6％

2.7％

3.5％

6.1％

5.3％

7.5％

2.2％

2.2％

1.6％

7.7％

6.5％

5.8％

2.2％

2.3％

2.9％

2.8％

2.7％

4.1％

4.6％

5.7％

4.9％

13.1％

13.9％

13.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町田市

東京都

全国

町田市

東京都

全国

町田市

東京都

全国

町田市

東京都

全国

小
学
５
年

生
男

子
小

学
５
年

生
女

子
中

学
２
年

生
男

子
中

学
２
年

生
女

子

420分以上 60分以上420分未満 １分以上60分未満 ０分

小中学生 １週間の総運動時間 ③ 

 

小
学
５
年
生 

男
子 

 
 

 
小
学
５
年
生 

女
子 

中
学
２
年
生 

男
子 

中
学
２
年
生 

女
子 

73.3%

59.9%

67.6%

52.4%

20.0%

29.3%

23.0%

29.0%

5.1%

8.1%

6.6%

13.1%

1.7%

2.7%

2.8%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学５年生 男子

小学５年生 女子

中学２年生 男子

中学２年生 女子

好き やや好き ややきらい きらい
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▶スポーツを行っておらず、今後もするつもりがない人は、市民で 16.2％、小学生

で 20.5％、中学生で 20.6％となっています。 
▶中学生では定期的にスポーツを行っており、これまでも継続している人が７割近

くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：（市民）町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
（小学生、中学生）スポーツについてのアンケート（2017 年度実施） 

 
 
 

  

▶テレビ・インターネット等でスポーツを観戦した人は 77.8％となっています。 
▶町田市内の会場で観戦した人は 12.8％となっています。 
▶関心がなく、スポーツを観戦していない人は 8.0％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：（市民）町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
 
 

スポーツの実施状況や考え方 市民・小中学生 ④ 

⑤ 市民 スポーツ観戦の状況 

12.8 

18.6 

77.8 

8.5 

8.0 

1.7 

1.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[n=1,442]

町田市内の会場で観戦した

町田市外の会場で観戦した

テレビ・インターネット等で観戦した

機会があれば観戦したいが観戦できなかった

関心がないため観戦していない

その他

わからない

無回答

【参考】東京都の調査結果 

・１年間にスポーツを直接観戦 

した都民（18 歳以上）の割合 

：39.3% 
 

16.2%

20.5%

20.6%

18.2%

8.6%

2.2%

20.3%

10.3%

4.9%

5.9%

5.0%

3.1%

36.3%

55.0%

68.6%

3.1%

0.7%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民

（N=1,442）

小学生

（N=302）

中学生

（N=223）

現在、スポーツを

行っていない。

また、これから先も、

するつもりはない。

現在、スポーツを

行っていない。

しかし、近い将来

（６か月以内）に

始めようと思っている。

現在、スポーツを

行っている。

しかし、定期的

（週に１回以上）ではない。

現在、定期的

（週に１回以上）に

スポーツを

行っている。

しかし、始めてから

６か月未満である。

現在、定期的

（週に１回以上）に

スポーツを

行っている。

また、６か月以上

継続している。

無回答
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▶市のスポーツ施設を利用したことがある人は 52.8％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
 

 

 

 
▶なんらかのスポーツを「実施した」「町田市内で直接観戦した」「ボランティア活

動をした」のいずれか１つにでも該当するという人は 93.1％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
  

⑥ 市民 市のスポーツ施設の利用経験 

利用したことが

ある

52.8%

利用したことは

ない

45.8%

無回答

1.5%
[n=1,442]

⑦ 市民 スポーツに関わった経験 

する・みる・支える

に関わった

93.1%

いずれにも

かかわっていない

6.9%[n=1,442]
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40.4 

24.8 

18.1 

16.9 

16.9 

14.8 

14.1 

9.2 

8.6 

8.5 

6.4 

6.0 

6.0 

7.1 

9.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

[n=1,442]

身近なところで利用できる施設の新設

アクセスの良さ

スポーツ教室の充実

利用時間帯の拡大

付帯設備（シャワー、駐車場等）の充実

利用手続きの簡略化

施設情報に関する広報の充実

スタッフや指導者の充実

スポーツ観戦のための施設整備

スポーツイベントの充実

既存施設の改修

利用種目の拡大

健康・運動相談事業の実施・充実

その他

無回答

 

 

▶身近なところで利用できる施設の新設、アクセスの良さを求める回答が多くなっ

ています。 
▶次いで、スポーツ教室の充実、利用時間帯の拡大、付帯設備の充実を求める回答

が多くなっています。 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民 施設に求めること 

陸上競技場 室内プール（50ｍプール） 

総合体育館 

⑧ 
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▶広報まちだを通して情報を入手している人が最も多く 38.8％となっています。 
▶一方で、情報を入手していない人が 30.8％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
 

 

 

▶チームの認知度（「知らない」「無回答」以外の回答の合計）は、「FC 町田ゼルビ

ア」が 93.2％、「ASV ペスカドーラ町田」が 50.9％、「キヤノンイーグルス」が

27.2％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 

 
 

 
 
 
 
  

市民 ホームタウンチームの認知度 

⑨ 

⑩ 

市民 スポーツ情報の活用 

38.8 

14.4 

14.0 

12.7 

11.2 

8.9 

6.9 

6.3 

5.3 

3.5 

30.8 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

[n=1,442]

広報まちだ

市のホームページ

新聞・タウン誌等

町内会・自治会の回覧や掲示板

施設等にあるポスター・チラシ等

知人からの紹介

駅前の電光掲示板や横断幕等

スポーツ施設のホームページ

学校からの配布物

SNS（ツイッター、フェイスブックなど）

入手していない

無回答

12.5%

3.9%

1.4%

80.7%

47.1%

25.9%

6.0%

48.1%

71.8%

0.8%

1.0%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

FC町田

ゼルビア

ASV
ペスカドーラ

町田

キヤノン

イーグルス

知っていて

試合を１回以上観戦

したことがある

知っているが、

試合を観戦

したことはない

知らない 無回答

[n=1,442]

ASV ペスカドーラ町田 キヤノンイーグルス FC 町田ゼルビア 
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▶「身近なスポーツ参加の機会を増やす」が 25.3％と最も多くなっています。 
▶「健康・体力づくり」「子どもたちの体力向上」「スポーツ行事・大会の開催」と

いう回答が 20％以上と、多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：町田市スポーツに関する市民意識調査アンケート（2018 年度実施） 
  

市が力を入れるべきだと思うこと 市民 ⑪ 

25.3 

24.5 

21.7 

20.3 

19.7 

15.5 

15.3 

13.9 

13.7 

12.3 

10.7 

10.5 

10.1 

9.3 

5.3 

4.5 

2.6 

6.3 

0% 10% 20% 30%

[n=1,442]

身近なスポーツ参加の機会を増やす

健康・体力づくり

子どもたちの体力向上

スポーツ行事・大会の開催

初心者向けのスポーツ教室の充実

新たなスポーツ施設の整備

スポーツによる健康づくり

既存屋外スポーツ施設の整備

学校体育施設の開放

地域のスポーツクラブの育成

既存屋内スポーツ施設の整備

スポーツ指導者の育成

スポーツ情報発信力の強化

ホームタウンチームと連携したまちづくりの推進

障がい者のスポーツ活動の推進

既存スポーツ施設の利用時間の延長

スポーツに関わるボランティアの支援

無回答
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 （２）市内のスポーツ施設 

市民の身近な場所でのスポーツ環境の充実を目指し、市内各所にスポーツ施設を整備してい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「東京都における公立スポーツ施設 平成 29 年度」によると、町田市のスポーツの施設の

合計数は 23 施設となっており、多摩 26 市中３番目に多くなっています。 
１施設あたりの市民の数は 18,655 人となっており、人口に対する施設の数は多摩 26 市中

23 番目となっています。 
 

市の人口とスポーツ施設の数（多摩 26市と比較） 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

自治体名 人口 施設数 
③の 
順位 

（26市中） 

１施設あたり
の市民の数 

⑤の 
順位 

（26市中） 

府中市 259,515 50 １位 5,190.3 ３位 

立川市 182,715 24 ２位 7,613.1 ８位 

町田市 429,070 23 ３位 18,655.2 23位 

多摩市 148,815 21 ４位 7,086.4 ７位 

八王子市 563,228 20 ５位 28,161.4 25位 

出典：「東京都における公立スポーツ施設 平成 29 年度」より作成 
 

 



 

18 

（３）町田市スポーツ施設整備構想懇談会 
2017 年度に「地域の活性化に係るスポーツイベントの開催に関すること」や「みるスポーツ

の充実を図るために必要な施設の整備に関すること」について、スポーツ関係者等の意見を聴

取するために、「町田市スポーツ施設整備構想懇談会」が設置されました。 
懇談会での意見をとりまとめ、2018 年３月に「町田市スポーツ施設整備構想 提言書」を町

田市長に提出しています。 
 
提言の基本的な方向性（総論） 

① 「見るスポーツ」を楽しめる場づくりとスポーツを通じたにぎわいの創出 
町田市内のスポーツ施設は「見る」視点での環境整備について十分な検討が行われてこな

かった。 
今後は、これまで以上に多くの市民がスポーツ観戦やスポーツイベントを楽しむことで施

設内外のにぎわいを創出することを目指すとともに、新たな視点での課題の整理にも取り組
み、「見る」スポーツを楽しめる場を創出していくことが望ましい。また、イベント等の実施
にあたっては、予算の確保を企画段階から視野に入れて取り組むとともに、市民への情報の
周知・ＰＲに一層力をいれていくことが重要である。 

② 「見るスポーツの場」と「するスポーツの場」のすみ分けを検討する 
現在、「見るスポーツの場」と市民がスポーツ活動を行う「するスポーツの場」が混在して

いる状況が見受けられる。特に体育館では施設の利用率が 90％を超え飽和状態にあり、「見
るスポーツ」と「するスポーツ」の混在も一因であることから、それらのすみ分けを行う方
法を検討する必要がある。 

③ ホームタウンチームにとっても魅力的な環境を整備する 
町田市には市の貴重な資源といえる、国内のトップリーグに所属するクラブが３つあり、

ホームタウンチームとしても活動している。 
今後もホームタウンチームが活動していけるような魅力的な施設・環境を整えるとともに、

チームが町田市民の誇りとなり、子どもたちの夢やあこがれとなるよう市がサポートする環
境を一層充実していくことが望ましい。 

④ 町田市の社会課題を総合的に解決していく拠点としての整備方針を検討する 
「見る」スポーツ環境の整備にあたっては、施設周辺の住民の理解をはじめ、騒音問題や

交通渋滞などまちづくりに関わる様々な社会課題に直面することが考えられる。 
今後は、スポーツの魅力を活かすとともに、市内のスポーツ施設を町田市の様々な社会課

題（健康づくり、共生社会の実現、産業振興等も含む）を「総合的に解決していく拠点」と
するとともに、バリアフリー化やユニバーサルデザインの視点もふまえ、整備方針を検討し
ていくことが望ましい。また、町田市内に波及していく影響を的確に把握する体制の整備も
検討する。 

⑤ 町田市のスポーツ施設それぞれの状況をふまえ、優先度の高い施設から整備
の方針を検討していく 
町田市の基本計画（「まちだ未来づくりプラン」）の後期実行計画である「５ヵ年計画 17-

21」など、スポーツの環境整備にあたっては、市の事業等が進められている。 
関連する市の計画期間等を基準として、短期的な視点と長期的な視点で状況を整理し、優

先度の高い施設から整備の方針を検討していくことが望ましい。また、施設整備・運営にあ
たっては、行政だけでなく、民間資金の活用や広告等による収入なども視野に方針を検討す
る。 
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 ３．町田市のスポーツ推進の課題 

（１）スポーツへの関心喚起が必要 
ライフステージに応じたスポーツ実施率向上の取組が必要 
・スポーツ実施率は他の世代と比較して 30歳代（47.8％）と 40歳代（55.6％）が低い 

・「現在はスポーツを行っていないが、6か月以内に始めようと思っている」市民は 18.2％ 

・市が力を入れるべきこととして「身近なスポーツ参加の機会を増やす」という回答が 25.3％

で最も多い 

・小中学生では、年齢があがるにつれて、スポーツが好きという回答が減っている。また、女

子においてその割合が低い 

スポーツ観戦機会の拡充が必要 
・スポーツを「市内で観戦した人」は 12.8％ 

・「みるスポーツ」を楽しめる場づくりが必要 

より多くの市民にスポーツ情報を周知することが必要 
・スポーツについて「情報を入手していない」市民は 30.8％ 

・スポーツを市の魅力の一つとしてとらえ、情報発信を強化し、スポーツのまちというイメー

ジの浸透を図る取組が必要 

（２）スポーツを通じた健康づくりの取組が必要 
・スポーツを行っておらず、これから先もするつもりはない市民は 16.2％ 

・市が力を入れるべきこととして「健康・体力づくり」という回答が 24.5％で２番目に多い 

・健康のために意識的に身体活動量（生活＋運動）・運動量を向上させる取組が必要 

（３）スポーツを支える人材と組織の育成が必要 
・多摩 26市で比較すると、市の人口に対してスポーツ推進委員の数が少ない（26市中 26位） 

・スポーツを支える指導者やボランティアの育成とスポーツ関係団体の組織力の向上が求め

られている 

（４）市民の生活に身近なスポーツ環境の整備が必要 
・市のスポーツ施設を「利用したことはない」市民は 45.8％ 

・市のスポーツ施設に求めることとして「身近なところで利用できる施設の新設」という回答

が 40.4％で最も多い 

・多摩 26市で比較すると、市の人口に対してスポーツ施設の数が少ない（26市中 23位） 

・スポーツ広場は、地域住民と同様に、広く市民が利用できるようにする必要がある 

（５）スポーツを活用したまちの活性化が必要  
・スポーツ関係団体と連携した、スポーツを通じたまちの活性化・魅力向上やにぎわい創出が

求められている 

・ホームタウンチームの認知度に差がある 

・ホームタウンチームにとっても魅力的な施設の整備が必要 

  

スポーツ推進の課題 
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４．課題対応の考え方 
（１）市民のスポーツへの参加機会を拡充する 

市民の状況に応じたスポーツの参加機会の拡充 
子ども、成人、高齢者といったライフステージに応じたスポーツ機会とともに、勤労者、

子育て期の保護者、障がいのある人など、個人の生活の状況に応じてスポーツに参加できる

機会を充実していく。 

スポーツの魅力を活かした取組の推進 
スポーツをしたくてもしていない層に向けた、スポーツによる美容・健康へのアプローチ

やスポーツのもつ力による心の健康づくりにも取り組んでいく。 
仲間づくりやいきがいづくりなど、競技スポーツとは異なる視点で、「スポーツに関心のな

い市民」にスポーツの参加機会を提供する。 

（２）スポーツ実施につなげる人材、組織体制を拡充する 
多様な人材の育成 

レクリエーションスポーツ、競技スポーツ、障がい者スポーツなど、多様なニーズに応じ

て適切な指導を行うことができる人材を育成する。 
スポーツを支える市民の育成・支援に取り組む。 

スポーツ団体の育成 
市民が主体となった地域スポーツクラブの活性化を支援していく。 
市民の多様なニーズに応じたプログラムの充実など、組織的に市民のスポーツ実施につな

げる団体を支援していく。 

（３）スポーツ環境を充実する 
市民の身近なスポーツ環境を整備 

大規模なスポーツ広場は公のスポーツ施設として整備し、公のスポーツ施設を増やす。 
市民の「身近なスポーツをする場」として、中小規模のスポーツ広場や公園等の既存施設

の利用方法を見直し、スポーツ利用拡大に取り組む。 

学校等と連携した地域の活性化 
市内の小中学校、大学等と連携し、校庭や体育館の開放、スポーツ教室の実施など、行政

と地域が連携してスポーツの場づくりに取り組む。また、個人の環境の変化に関わらず身近

にスポーツに親しめる環境づくりにも取り組む。 

トップレベルのスポーツを観戦・体感できる機会の提供 
町田市は東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会において自転車競技ロードレ

ースのコースの一部となっている。この機会を活かし、トップレベルのスポーツを観戦・体

感できる環境づくりに取り組む。 
ホームタウンチームにとっても魅力的な施設整備を検討する。 
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（４）スポーツを活用して町田の魅力を向上する 
スポーツ情報の発信力の強化 

「する」「みる」「支える」それぞれの視点に立ち、市民スポーツとトップスポーツの総合

的な情報発信に引き続き取り組む。 

スポーツを活用したまちの魅力向上 
町内会・自治会等と連携したスポーツイベントを通じ、オール町田のにぎわいを創出する。 
市民だけでなく、市外在住者も「町田がスポーツのまち」という印象を抱くように、スポ

ーツ情報を市内外に発信していく。 

ホームタウンチームと協働した市民の誇り、スポーツ気運の醸成 
ホームタウンチームを支えるとともに、チームが市民の誇りとなるよう、気運醸成に取り

組む。 
 
  

課題対応の考え方  
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